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じ

め

に

　
入
会
林
野
近
代
化
法
（
正
式
名
称
は
、
入
会
林
野
等
に
係
る
権
利
関
係
の
近
代
化
の
助
長
に
関
す
る
法
律
）
が
一
九
六
六
（
昭
和
四
一
）
年

に
制
定
さ
れ
た
。
同
法
に
も
と
づ
く
入
会
林
野
整
備
事
業
は
翌
一
九
六
七
年
か
ら
開
始
さ
れ
、
そ
れ
か
ら
五
〇
年
が
経
過
し
た
。

　
本
稿
は
、
入
会
林
野
近
代
化
事
業
の
経
過
及
び
こ
の
事
業
が
入
会
権
の
動
向
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
た
か
を
述
べ
る
。
そ
れ
に
加
え
、
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法
学
者
や
入
会
研
究
者
が
同
法
の
成
立
や
実
施
に
い
か
に
関
わ
っ
た
か
、
ま
た
同
法
を
い
か
に
評
価
し
た
か
に
つ
い
て
も
検
討
し
た
い
と
思
う
。

一

入
会
林
野
近
代
化
法
制
定
時
に
お
け
る
対
立

（
１
）
入
会
林
野
の
近
代
化
と
は

　
入
会
林
野
の
近
代
化
と
は
、
入
会
権
を
廃
止
し
て
所
有
権
等
近
代
的
な
権
利
に
お
き
か
え
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
目
的
は
、「
入
会
林
野
の

高
度
利
用
＝
農
林
業
上
の
利
用
増
進
」（
入
会
林
野
近
代
化
法
第
二
条
）
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。

　
入
会
林
野
近
代
化
法
の
制
定
時
、
い
く
つ
か
問
題
が
あ
っ
た
。
最
も
大
き
な
問
題
は
、「
公
権
論
対
私
権
論
」
の
対
立
で
あ
っ
た
。

　
戦
前
か
ら
行
政
庁
（
内
務
省
・
農
商
務
省
）
は
、「
公
権
論
」
に
立
っ
て
き
た
。「
公
権
論
」
は
、
市
町
村
有
地
上
の
民
法
上
の
入
会
権
の
存

立
を
否
定
し
、
市
制
・
町
村
制
上
の
「
旧
慣
使
用
権
」（
町
村
制
第
九
〇
条
）
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
ま
た
い
わ
ゆ
る
部
落
有
地
は
、「
財
産
区
」

（
同
第
一
一
四
条
）
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
こ
れ
に
対
し
、
民
法
学
者
・
法
社
会
学
者
ら
は
、「
私
権
論
」
を
も
っ
て
対
峙
し
た
。「
私
権
論
」
は
、

市
町
村
有
地
上
に
も
民
法
上
の
入
会
権
は
存
在
し
、
ま
た
「
財
産
区
」
と
さ
れ
て
い
る
土
地
も
多
く
は
実
質
共
有
入
会
地
で
あ
る
と
主
張
し
た
。

裁
判
所
も
公
権
論
を
退
け
私
権
論
を
支
持
し
た
が
、
行
政
庁
の
態
度
は
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
旧
慣
使
用
権
お
よ
び
財
産
区
の
制
度
は
、
第
二
次

大
戦
後
地
方
自
治
法
（
前
者
は
第
二
三
八
条
の
六
、
後
者
は
第
二
九
四
条
以
下
）
に
受
け
継
が
れ
た
。

　
と
こ
ろ
が
入
会
林
野
近
代
化
法
制
定
に
あ
た
っ
て
林
野
庁
は
、「
私
権
論
」
の
立
場
に
転
換
し
た
。
一
方
、
戦
前
の
内
務
省
の
系
譜
を
引
く

自
治
省
は
、「
公
権
論
」
に
固
執
し
た
。
両
者
の
協
議
に
よ
っ
て
、「
入
会
林
野
整
備
」
の
手
続
き
に
加
え
、「
旧
慣
使
用
林
野
整
備
」
の
手
続

き
を
設
け
る
こ
と
で
妥
協
が
図
ら
れ
た
（
二
本
立
て
の
法
構
造
）。
こ
れ
に
よ
り
、
入
会
林
野
近
代
化
法
の
性
格
は
や
や
曖
昧
に
な
っ
た
。
し

か
し
全
体
と
し
て
、
同
法
は
入
会
権
私
権
論
の
立
場
か
ら
立
案
さ
れ
た
と
言
え
よ
う
。

─　　─

＜

論
　
　
説＞

修
道
法
学
　
四
〇
巻
　
一
号

（
　
　
　
）

─　　─2

二
一
三

二
一
三



（
２
）
入
会
林
野
近
代
化
の
受
け
皿

　
入
会
林
野
整
備
に
お
い
て
は
、
近
代
化
後
の
経
営
形
態
が
問
題
と
さ
れ
た
。
近
代
化
す
る
た
め
に
は
、
権
利
者
に
個
人
分
割
す
る
だ
け
で
事

足
り
る
が
、
少
数
者
へ
集
中
し
た
り
、
外
部
流
出
し
た
り
す
る
危
険
性
が
あ
っ
て
好
ま
し
く
な
い
の
で
、
協
業
化
＝
法
人
化
が
望
ま
し
い
と
さ

れ
た
。
協
業
化
の
受
け
皿
と
し
て
、
生
産
森
林
組
合
（
以
後
、「
生
森
」
と
略
す
こ
と
が
あ
る
）
が
推
奨
さ
れ
た
。
生
産
森
林
組
合
は
、
す
で

に
一
九
五
一
（
昭
和
二
六
）
年
制
定
の
森
林
法
に
お
い
て
誕
生
し
て
い
た
制
度
で
あ
る
。
生
森
は
、
協
同
組
合
原
則
に
則
っ
た
一
つ
の
経
営
体

で
あ
り
、「
所
有
・
経
営
・
労
働
の
三
位
一
体
」
を
建
前
と
す
る
生
産
組
合
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
入
会
林
野
近
代
化
と
い
う
新
た
な
事
業
の
た

め
に
設
計
さ
れ
た
制
度
で
は
な
く
、
い
わ
ば
出
来
合
い
の
制
度
を
利
用
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
入
会
林
野
整
備
の
結
果
設
立
さ
れ
た
生
森
に
お
い
て
は
、
旧
入
会
権
利
者
が
そ
の
具
体
的
な
担
い
手
と
な
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
た
。
す

な
わ
ち
旧
入
会
権
者
が
取
得
し
た
所
有
権
等
を
出
資
し
て
生
森
を
設
立
す
る
と
と
も
に
、
自
ら
森
林
労
働
に
従
事
し
、
生
森
を
経
営
す
る
。
こ

れ
は
、
旧
入
会
慣
習
時
代
と
さ
ほ
ど
矛
盾
な
く
運
営
す
る
こ
と
が
可
能
と
考
え
ら
れ
た
。
従
っ
て
、
新
た
に
生
ま
れ
た
生
森
の
多
く
は
、
形
式

は
法
人
で
あ
る
が
、
実
質
的
に
は
旧
入
会
時
代
と
同
様
の
運
営
を
な
す
組
合
（
こ
れ
を
「
入
会
的
生
森
」
と
称
す
る
）
が
圧
倒
的
に
多
か
っ
た
。

二

法
制
定
時
の
学
者
・
研
究
者
の
見
解

　
入
会
林
野
近
代
化
法
制
定
前
後
に
お
け
る
学
者
・
研
究
者
の
意
見
を
検
討
し
て
お
こ
う
。

（
１
）
川
島
武
宜
氏

　
こ
の
時
期
の
入
会
権
研
究
を
リ
ー
ド
し
た
の
は
、
や
は
り
川
島
武
宜
氏
で
あ
っ
た
。『
入
会
権
の
解
体
』（
Ⅰ
～
Ⅲ
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
五
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九
～
六
八
年
）
は
、
川
島
氏
を
中
心
と
し
て
実
施
さ
れ
た
入
会
権
の
調
査
・
研
究
の
成
果
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

　『
入
会
権
の
解
体
』
Ⅰ
が
刊
行
さ
れ
た
の
は
、
一
九
五
九
年
で
、
近
代
化
法
が
成
立
し
て
い
な
い
時
期
で
あ
る
。
同
書
に
寄
せ
た
川
島
氏
の

「
序
論
」
を
見
て
み
よ
う
。

　
入
会
地
お
よ
び
入
会
水
面
の
生
産
性
の
高
度
化
、
そ
の
開
発
と
い
う
こ
と
は
、
明
治
以
来
一
貫
し
た
政
府
の
政
策
目
標
で
あ
っ
た
が
、

こ
の
入
会
権
と
い
う
権
利
形
態
の
存
在
が
常
に
そ
の
障
害

毅

毅

と
な
っ
て
作
用
し
て
き
た
。
…
す
な
わ
ち
、
明
治
以
来
の
入
会
権
の
歴
史
は
、

こ
れ
ら
貧
窮
農
民
の
生
存
の
た
め
の
戦
い
の
歴
史
で
も
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
…
政
府
の
政
策
に
対
抗
し
て
き
た
貧
窮
農
民
の
立
場

毅

毅

毅

毅

毅

毅

毅

に
お
い
て
も
、
入
会
権
の
科
学
的
研
究
の
乏
し
さ
が
痛
感
さ
れ
る
。
…
何
ゆ
え
に
、

そ
の
よ
う
な
生
産
性
の
ひ
く
い
前
時
代
的
遺
制

毅

毅

毅

毅

毅

毅

を
保
存
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
と
い
う
点
の
説
明
が
必
ず
し
も
十
分
に
論
証
さ
れ
て

い
た
と
は
言
い
得
ず
、
…
十
分
な
説
得
力
を
欠
い
て
い
た
。

　
入
会
権
の
権
利
と
し
て
の
実
態
は
、
明
治
以
後
広
汎
に
か
つ
深
刻
に
変
化
し
て
い
る
。
そ
の
変
化
は
一
言
で
言
う
な
ら
ば
、
入
会
権
の

解
体
で
あ 

（
傍
点
は
矢
野
）

　
こ
の
時
点
で
、
川
島
氏
は
、
明
ら
か
に
入
会
権
＝
封
建
遺
制
と
見
て
い
た
。
近
代
で
は
、
資
本
主
義
経
済
が
支
配
的
と
な
る
か
ら
、
や
が
て

近
代
的
所
有
権
法
の
体
系
が
制
圧
す
る
の
は
、
歴
史
的
必
然
と
見
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
封
建
遺
制
た
る
入
会
権
も
、
長
い
ス
パ
ン
の
中
で
や

が
て
消
滅
す
る
権
利
と
考
え
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
他
方
、
入
会
権
に
は
、
貧
窮
農
民
の
生
存
保
障
と
い
う
機
能
を
果
た
し
て
い
る
側
面
も

存
在
す
る
こ
と
を
認
識
し
て
い 

歴
史
の
趨
勢
を
重
視
す
る
か
、
そ
れ
と
も
入
会
権
を
残
す
べ
き
か
、
迷
っ
て
い
る
よ
う
な
叙
述
が
印
象
的

（
１
）
る
。

（
２
）
た
。
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で
あ
る
。
こ
の
時
期
の
川
島
氏
は
、
当
面
は
入
会
権
の
実
態
調
査
と
理
論
化
の
課
題
に
専
念
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
結
果
発
見
し
た
の
が
、

「
入
会
権
の
解
体
」
と
い
う
テ
ー
ゼ
で
あ
っ
た
。

　
入
会
権
に
対
す
る
こ
の
よ
う
な
川
島
氏
の
態
度
は
、
入
会
林
野
近
代
化
法
の
制
定
を
は
さ
ん
で
、
若
干
の
修
正
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
よ
う
に

思
わ
れ
る
。『
入
会
権
の
解
体
』
Ⅲ
（
一
九
六
八
年
）
は
、
近
代
化
法
の
成
立
直
後
の
刊
行
で
あ
る
。
同
書
の
「
は
し
が
き
」
を
見
て
み
よ
う
。

　
こ
の
法
律
は
、
入
会
権
者
総
員
の
同
意
を
も
っ
て
入
会
権
を
整
理
し
近
代
的
権
利
関
係
に
転
化
す
る
こ
と
を
規
定
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、

行
政
権
力
が
入
会
権
の
私
有
財
産
的
性
質
を
確
認
す
る
と
い
う
意
義
を
も
つ
点
で
、
画
期
的

毅

毅

毅

の
も
の
と
称
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る
。
私
は
、

こ
の
法
律
に
よ
っ
て
、
明
治
以
後
一
世
紀
に
わ
た
っ
て
存
在
し
た
政
治
権
力
と
入
会
権
と
の
関
係
は
、
少
な
く
と
も
制
定
法
上
の
制
度
の

次
元
で
は
、
一
つ
の
新
し
い
段
階
に
到
達
し
た
も
の
と
考
え 

（
傍
点
は
矢
野
）

　
す
な
わ
ち
入
会
権
に
対
す
る
「
長
期
的
に
は
消
滅
す
べ
き
封
建
遺
制
」
と
い
う
立
場
が
後
景
に
退
き
、「
入
会
権
の
私
的
財
産
権
と
し
て
の

意
義
を
強
調
し
、
そ
の
維
持
・
存
続
を
は
か
る
」
と
い
う
立
場
を
前
面
へ
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。
私
は
、
こ
の
変
更
を
も
た
ら
し
た
要
因
と
し

て
、
川
島
氏
二
つ
の
「
苛
立
ち
」
が
指
摘
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
そ
の
一
は
、
頑
強
に
公
権
論
に
固
執
す
る
官
僚
（
自
治
省
）
の
態

度
で
あ
る
。
こ
れ
と
は
反
対
に
、
私
権
論
に
転
じ
た
林
野
庁
と
そ
の
立
場
か
ら
立
案
さ
れ
た
近
代
化
法
は
高
く
評
価
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

そ
の
二
は
、
裁
判
所
が
判
決
の
中
で
展
開
し
た
法
解
釈
で
あ
る
。
入
会
権
の
存
否
が
問
題
と
な
っ
た
裁
判
に
お
い
て
、「
入
会
権
の
解
体
」
が

顕
著
な
現
象
で
あ
る
と
の
べ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
「
入
会
権
は
解
体
・
消
滅
」
し
た
と
結
論
づ
け
た
判
決
例
が
あ
っ
た
。
川
島
氏
は
、
法
社
会
学

的
認
識
と
し
て
「
入
会
権
の
解
体
」
と
い
う
テ
ー
ゼ
を
発
見
し
た
積
も
り
で
あ
っ
た
が
、
裁
判
所
は
こ
れ
を
「
入
会
権
の
解
体
・
消
滅
」
と
い

（
３
）
る
。
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う
解
釈
の
立
論
に
援
用
し
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
川
島
氏
は
、「
入
会
権
の
解
体
」
は
、「
解
体
・
消
滅
」
で
は
な
い
こ
と
を
繰
り
返
し
表

明
す
る
こ
と
に
な 

（
２
）
黒
木
三
郎
氏

　
入
会
権
に
対
す
る
川
島
氏
の
態
度
は
、
以
上
の
よ
う
に
ア
ン
ヴ
ィ
ヴ
ァ
レ
ン
ト
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
川
島
氏
の
主
宰
す
る
「
入

会
権
の
解
体
」
調
査
・
研
究
に
従
事
し
、
川
島
氏
の
薫
陶
を
受
け
た
学
者
・
研
究
者
た
ち
を
「
川
島
シ
ュ
ー
レ
」
と
よ
ぼ
う
。
彼
ら
も
、
濃
淡

は
さ
ま
ざ
ま
で
あ
る
が
、
川
島
氏
の
ア
ン
ヴ
ィ
ヴ
ァ
レ
ン
ト
な
態
度
を
受
け
継
い
だ
と
み
ら
れ
る
。

　
中
で
も
黒
木
三
郎
氏
は
、
林
野
庁
か
ら
委
嘱
を
受
け
て
、
法
案
作
成
や
法
成
立
後
の
実
施
過
程
に
深
く
か
か
わ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
時

期
黒
木
氏
は
、
入
会
林
野
近
代
化
法
を
解
説
す
る
多
く
の
文
章
を
書
い
て
い
る
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
、
近
代
化
＝
林
野
の
高
度
利
用
の
効
用
を

述
べ
、
近
代
化
を
推
奨
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
一
例
を
示
そ
う
。

　
入
会
林
野
に
お
け
る
権
利
者
の
確
定
、
と
く
に
入
会
林
野
地
盤
を
入
会
権
者
に
帰
属
さ
せ
る
こ
と
が
、
入
会
林
野
の
造
林
地
化
そ
の
他

高
度
利
用
を
促
進
さ
せ
る
た
め
に
必
要
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
の
た
め
に
は
入
会
権
と
い
う
地
域
的
に
も
歴
史
的
に
も
漠
然
と
し
た

範
囲
の
集
団
の
構
成
員
が
、
集
団
と
し
て
有
す
る
権
利
を
個
人
的
に
明
確
な
近
代
的
権
利
形
態
に
確
定
さ
せ
、
個
人
と
し
て
の
権
利
を
登

記
し
て
融
資
を
容
易
に
得
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
は
、
造
林
意
欲
を
助
長
す
る
こ
と
に
な
り
、
き
わ
め
て
望
ま
し
い
こ
と
と
思
わ
れ 

　
し
か
し
黒
木
氏
は
時
と
し
て
、
林
業
政
策
と
し
て
近
代
化
を
推
し
進
め
る
こ
と
が
正
し
い
か
と
い
う
疑
問
に
直
面
す
る
場
面
も
あ
っ
た
よ
う

（
４
）
る
。

（
５
）
る
。
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で
あ
る
。
率
直
に
つ
ぎ
の
よ
う
な
告
白
を
表
明
し
て
い
る
。

　
確
か
に
入
会
権
の
変
化
形
態
は
、
個
別
的
な
、
い
わ
ゆ
る
近
代
的
個
人
的
な
権
利
に
だ
ん
だ
ん
変
化
し
て
来
た
。
い
わ
ば
解
体
し
て
き

た
と
い
う
こ
と
は
事
実
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
近
代
化
法
に
よ
っ
て
な
お
一
層
解
体
が
進
行
す
る
こ
と
も
事
実
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
し
か

し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
農
林
省
の
林
業
政
策
と
い
た
し
ま
し
て
、
こ
の
近
代
化
法
の
歴
史
的
評
価
を
ど
の
よ
う
に
す
べ
き
か
と
い
う
点
に
つ

い
て
は
、
実
は
、
私
自
身
現
在
の
段
階
で
は
自
信
が
な
い
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
。
と
申
し
ま
す
の
は
、
近
代
化
法
の
適
用
の
効
果
と
い
う

と
こ
ろ
に
関
連
す
る
わ
け
で
ご
ざ
い
ま
す
… 

　
ま
た
、
黒
木
氏
が
活
躍
し
た
事
業
と
し
て
、
入
会
林
野
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
あ
る
。
入
会
林
野
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
制
度
は
、
法
制
定
時
の

国
会
付
帯
決
議
の
一
項
で
も
あ
っ
た
。
入
会
林
野
整
備
事
業
を
実
施
す
る
各
道
府
県
に
お
い
て
、
法
律
・
経
営
・
登
記
の
各
分
野
の
専
門
家
を

揃
え
、
入
会
権
利
者
な
ど
の
質
問
に
答
え
、
事
業
の
実
施
に
関
す
る
不
安
を
取
り
除
く
た
め
の
制
度
で
あ
る
。
法
律
分
野
に
は
、
黒
木
氏
だ
け

で
な
く
、
黒
木
氏
の
親
し
い
法
学
者
で
あ
る
中
尾
英
俊
・
熊
谷
開
作
・
武
井
正
臣
氏
ら
が
就
任
し 

ま
た
西
日
本
を
皮
切
り
に
、
中
日
本
・

東
日
本
入
会
林
野
研
究
会
が
設
立
さ
れ
、
整
備
事
業
を
背
後
か
ら
支
え
る
役
割
を
担
っ 

（
３
）
戒
能
通
孝
氏

　
こ
の
時
期
注
目
さ
れ
た
の
は
、
戦
前
に
『
入
会
の
研
究
』
な
ど
の
著
書
を
著
し
、
入
会
に
一
家
言
を
有
し
て
い
る
と
み
ら
れ
た
戒
能
通
孝
氏

の
動
向
で
あ
っ
た
。
入
会
林
野
近
代
化
法
の
制
定
に
あ
た
っ
て
戒
能
通
孝
氏
の
と
っ
た
対
応
を
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
か
は
難
し
い
。
黒
木
三

（
６
）
…
。

（
７
）
た
。

（
８
）
た
。
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郎
氏
は
、
当
時
の
興
味
深
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
し
て
い
る
。

　
一
六
年
前
の
昭
和
四
一
年
、
入
会
林
野
近
代
化
法
が
成
立
し
た
。
こ
れ
よ
り
前
、
私
は
突
然
に
戒
能
通
孝
先
生
か
ら
一
通
の
封
書
を
い

た
だ
い
た
。
君
た
ち
は
入
会
権
を
消
滅
す
る
法
案
に
賛
成
し
て
あ
ち
こ
ち
歩
い
て
い
る
そ
う
だ
が
、
亡
国
の
徒
に
加
担
す
る
と
は
と
ん
で

も
な
い
。
政
府
の
お
先
棒
を
か
つ
ぐ
よ
う
な
こ
と
は
す
ぐ
や
め
よ
、
と
い
う
か
な
り
き
つ
い
口
調
の
お
叱
り
で
あ
っ
た
。
昭
和
四
一
年
の

初
め
頃
で
あ
っ
た
と
思
う
。
私
は
早
速
返
事
を
認
め
、
貴
重
な
御
警
告
に
謝
意
を
述
べ
る
と
共
に
、
先
生
は
法
案
を
ご
覧
に
な
っ
て
お
ら

れ
る
の
か
ど
う
か
、
…
…
も
し
御
存
知
で
な
け
れ
ば
お
送
り
し
た
い
と
進
言
し
た
。
…
…
私
は
私
自
身
の
コ
メ
ン
ト
を
つ
け
て
国
会
上
程

準
備
中
の
最
新
法
案
を
お
送
り
し
た
。
…
…
先
生
は
こ
の
法
案
を
詳
細
に
検
討
さ
れ
た
結
果
、
ど
の
よ
う
に
具
体
的
な
見
解
を
発
表
さ
れ

る
か
、
私
に
と
っ
て
は
と
く
に
関
心
が
つ
よ
か
っ
た
。

　
同
年
四
月
二
〇
日
衆
議
院
農
林
水
産
委
員
会
に
参
考
人
と
し
て
出
席
さ
れ
た
戒
能
先
生
の
発
言
は
こ
う
で
あ
っ
た
。
…
…〔
戒
能
氏
の

参
考
人
意
見
を
要
約
─
矢
野
注
〕…
…
幾
つ
か
の
前
提
と
条
件
を
置
い
た
上
で
、
結
局
の
と
こ
ろ
先
生
は
近
代
化
法
案
に
は
賛
成
さ
れ 

　
黒
木
氏
に
よ
る
と
戒
能
氏
は
、
条
件
付
き
賛
成
論
に
立
場
を
変
え
た
と
述
べ
る
。
た
し
か
に
国
会
で
の
参
考
人
意
見
を
読
み
返
す
と
、
そ
の

よ
う
に
受
け
取
ら
れ
る
節
も
な
い
で
は
な
い
。

　
入
会
権
の
基
本
的
な
形
態
は
天
然
産
物
の
採
取
で
あ
る
が
、
都
市
近
郊
で
は
入
会
地
が
宅
地
化
さ
れ
、
入
会
団
体
の
所
有
地
と
し
て
賃

貸
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
そ
れ
は
も
う
入
会
権
と
は
縁
も
ゆ
か
り
も
な
く
な
っ
て
い
る
。
基
本
的
な
形
態
と
し
て
の
農
林
業
や
牧

（
９
）
た
。
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畜
業
を
守
り
、
雑
草
地
を
採
草
地
に
か
え
て
大
規
模
な
集
団
酪
農
を
や
る
と
い
う
こ
と
な
ど
を
考
え
な
い
と
日
本
の
農
業
全
体
が
凋
落
す

る
可
能
性
が
あ
る
。
…
本
法
案
が
単
に
土
地
所
有
権
を
近
代
化
す
る
だ
け
な
ら
賛
成
で
き
な
い
が
、
炭
焼
労
働
者
に
職
場
を
提
供
し
、
牧

草
地
や
造
林
地
を
大
規
模
に
す
る
た
め
に
、
従
来
入
会
林
野
に
対
し
て
で
き
な
か
っ
た
資
金
導
入
が
で
き
る
と
い
う
な
ら
賛
成
し
た 

　
し
か
し
当
時
、『
法
律
時
報
』
誌
に
巻
頭
言
「
法
律
時
評
」
を
連
載
し
て
い
た
戒
能
氏
は
、
折
り
に
ふ
れ
て
入
会
林
野
近
代
化
法
を
取
り
上

げ
て
論
評
し
て
い
る
。

　
入
会
地
利
用
の
高
度
化
を
計
る
た
め
、
個
別
農
家
に
分
割
し
て
し
ま
っ
た
ら
よ
い
と
考
え
る
考
え
方
は
、
川
島
教
授
も
暗
示
し
て
い
る

こ
と
で
あ
っ
て
、
現
在
の
農
家
生
活
が
動
か
な
い
と
し
た
な
ら
ば
、
恐
ら
く
そ
う
し
た
考
え
方
に
も
無
理
か
ら
ぬ
も
の
が
あ
る
に
ち
が
い

な
い
。
…
…
私
は
入
会
地
の
分
割
政
策
が
実
際
に
動
き
始
め
た
場
合
に
は
、
き
わ
め
て
厄
介
な
こ
と
が
起
こ
る

毅

毅

毅

毅

毅

毅

毅

毅

毅

で
あ
ろ
う
こ
と
を
こ
こ
で

は
い
わ
な
い
こ
と
に
す
る
。
…
…
け
れ
ど
も
入
会
地
を
整
理
し
て
、
個
別
農
家
に
分
割
す
る
方
針
を
と
っ
た
な
ら
、
入
会
地
の
高
度
利
用

が
促
進
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
、
私
有
は
意
欲
を
育
て
る
。
そ
こ
ま
で
は
よ
い
の
だ
が
、
意
欲
を
育
て
る
た
め
の
条
件
は
、
い

ま
ほ
と
ん
ど
消
え
か
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
…
…
私
は
入
会
地
の
非
分
割
論
者

毅

毅

毅

毅

毅

で
あ
り
、
渡
辺
・
潮
見
教
授
は
分
割
論
者
で
は
な
い
か
と

想
像
す 

傍
点
は
矢
野
）。

　「
入
会
地
の
分
割
」
と
は
す
な
わ
ち
入
会
林
野
の
近
代
化
を
意
味
す
る
。
入
会
地
の
分
割
が
動
き
は
じ
め
る
と
き
わ
め
て
や
っ
か
い
な
こ
と

が
起
こ
る
で
あ
ろ
う
と
述
べ
、
し
か
も
そ
れ
が
「
入
会
地
の
高
度
利
用
」
に
は
つ
な
が
ら
な
い
だ
ろ
う
と
も
述
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
氏
は
自

（

）
１０い
。

（

）
１１る
（
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分
自
身
を
「
非
分
割
論
者
」
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
や
は
り
、
戒
能
氏
の
基
本
的
ス
タ
ン
ス
は
、「
近
代
化
」
と
は
対
蹠
的
な
立
場
で
あ
っ

た
と
捉
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　『
入
会
の
研
究
』
な
ど
か
ら
う
か
が
え
る
戒
能
氏
の
入
会
権
理
解
は
、
地
盤
所
有
権
と
し
て
の
入
会
（
＝
共
有
の
性
質
を
有
す
る
入
会
権
）

は
重
視
せ
ず
、
あ
く
ま
で
用
益
行
為
（
＝
入
会
稼
ぎ
）
を
中
心
に
考
え
る
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
見
解
は
戒
能
氏
の
歴
史
観
に
根
ざ
し

て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
戒
能
氏
は
、
主
体
者
の
能
動
的
行
為
こ
そ
が
市
民
社
会
を
切
り
開
く
と
の
歴
史
観
を
懐
い
て
お
り
、
そ
れ

ゆ
え
入
会
に
お
い
て
も
、
用
益
＝
事
実
行
為
の
継
続
こ
そ
が
権
利
の
存
続
を
公
示
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
入
会
林
野
の
近
代
化
に

つ
い
て
も
、
戒
能
氏
に
あ
っ
て
は
、
地
盤
所
有
権
の
確
定
は
そ
れ
ほ
ど
の
関
心
事
で
は
な
く
、
農
民
の
用
益
行
為
の
継
続
が
保
証
さ
れ
る
か
否

か
の
ほ
う
が
大
事
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
多
く
の
入
会
研
究
者
の
中
で
戒
能
氏
は
、
独
自
の
立
場
を
貫
き
、
そ
の
見
解
は
異
彩
を
は
な
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

三

入
会
林
野
近
代
化
法
の
実
施
過
程

（
１
）
入
会
林
野
整
備
の
実
蹟

　
入
会
林
野
近
代
化
法
が
日
程
に
の
ぼ
っ
た
昭
三
〇
年
代
後
半
に
お
い
て
、
入
会
林
野
は
全
国
で
約
二
〇
〇
万
ヘ
ク
タ
ー
ル 

い
わ
れ
て
い

た
（
世
界
農
業
セ
ン
サ
ス
か
ら
の
推
定
二
〇
五
万
町
歩
余
、
林
野
庁
推
計
二
〇
三
万
町
歩
）。
し
か
し
こ
の
数
字
に
は
市
町
村
有
地
、
国
有
地

上
の
入
会
権
な
ど
が
入
っ
て
い
な
い
、
こ
れ
ら
を
加
え
れ
ば
入
会
林
野
は
二
五
〇
万
～
三
〇
〇
万
町
歩
に
達
す
る
と
み
ら
れ 

　
法
施
行
以
後
今
日
ま
で
の
整
備
実
蹟
は
、
後
掲
の
表
お
よ
び
図
の
通
り
で
あ
る
。
昭
和
四
九
（
一
九
七
四
）
年
に
は
、
五
万
三
千
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
整
備
実
蹟
を
あ
げ
、
早
く
も
ピ
ー
ク
に
達
し
た
。
当
初
の
一
〇
年
な
い
し
一
五
年
余
は
順
調
に
推
移
し
た
と
言
っ
て
よ
い
。

（

）
１２余
と

（

）
１３る
。
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し
か
し
そ
の
後
は
停
滞
し
、
回
復
の
徴
候
を
示
す
こ
と
な
く
今
日
に
至
っ
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
の
累
積
の
整
備
実
績
は
、
六
六
九
六
件
、
五

七
万
九
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
る
。
林
野
庁
は
、
約
四
六
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
が
未
整
備
で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
よ
う
な
整
備
事
業
の
低
迷
は
、
木
材

輸
入
自
由 

よ
る
材
価
低
迷
、
農
山
村
の
過
疎
化
・
高
齢
化
、
そ
こ
か
ら
く
る
後
継
者
難
な
ど
が
原
因
と
み
ら
れ
る
。

　
入
会
林
野
整
備
の
停
滞
を
受
け
て
、
幾
度
か
政
策
の
変
更
が
試
み
ら
れ
て
き
た
。
一
九
八
七
年
に
は
四
全
総
の
閣
議
決
定
、
リ
ゾ
ー
ト
法
の

制
定
・
施
行
を
受
け
て
、
森
林
の
多
面
的
機
能
へ
の
注
目
す
な
わ
ち
リ
ゾ
ー
ト
資
源
と
し
て
の
森
林
の
活
用
が
企
図
さ
れ
た
。
当
時
日
本
列
島

に
は
リ
ゾ
ー
ト
・
ブ
ー
ム
が
巻
き
起
こ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
悲
喜
劇
を
生
ん
だ
。
し
か
し
、
入
会
林
野
整
備
の
実
績
を
上
げ
る
に
は
至
ら
ず
、
こ

れ
は
一
時
の
あ
だ
花
と
お
わ
っ
た
。
以
上
整
備
実
績
に
つ
い
て
は
、
第
１
表
お
よ
び
第
２
表
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
こ
の
２
表
は
、
林
野
庁

作
成
「
平
成
　
年
度
入
会
林
野
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
中
央
会
議
資
料
」
に
依
拠
し
て
い
る
。

２８

（
２
）
生
産
森
林
組
合
の
動
向

　
近
代
化
後
の
受
け
皿
と
し
て
誕
生
し
た
生
森
も
、
多
く
は
経
営
不
振
に
陥
っ
た
。
林
野
庁
に
よ
れ
ば
、「
過
去
５
カ
年
（
平
成
二
〇
（
二
〇

〇
八
）～
二
四
（
二
〇
一
二
）
年
）
の
間
に
解
散
し
た
組
合
数
は
一
五
二
組
合
と
な
っ
て
い
る
。
解
散
後
の
移
行
形
態
は
、
認
可
地
縁
団
体
九

九
組
合
（
六
五
％
）
と
最
も
多
く
、
市
町
村
へ
の
寄
付
や
売
却
、
記
名
共
有
、
個
人
へ
の
売
却
が
ほ
ぼ
同
数
と
な
っ
て
い 

解
散
の
要
因

と
し
て
林
野
庁
は
、「
組
合
員
の
高
齢
化
、
不
在
村
化
、
施
業
意
欲
の
減
退
、
労
働
力
の
確
保
困
難
」（
前
掲
「
見
直
し
」）
を
指
摘
す
る
。
そ

の
ほ
か
、
法
人
形
態
を
と
っ
た
こ
と
に
よ
る
法
人
住
民
税
や
事
務
の
負
担
も
要
因
と
な
っ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

（

）
１４化
に

（

）
１５る
」。
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第１表　入会林野等に係る権利関係の近代化の助長に関する法律に基づく整備
面積

年度別実績

１件当たり
面積（ha）面積（ha）件数市町村数年度区

分

２７４３，５６０１３９４２

第
１
期
整
備
計
画

１０３２３，６３１２２９１０９４３
８７２６，３８５３０４１６７４４
１０３３５，５７９３４４１９７４５
８３３３，８３２４０８２１１４６
９６４２，５１５４４３２５０４７
１０６４２，６７５４０３２３９４８
１０２５２，６６３５１４２６３４９
８８２９，５１４３３６２１７５０
８１３０，０３９３７１２３９５１

１０８３２，４１２２９９２３９５２

第
２
期
整
備
計
画

９０２１，７９３２４３１５６５３
９４２０，６１９２２０１５０５４
８４２０，６１７２４４１６９５５
７２１５，５１５２１５１５５５６
７８２２，２００２８５１９７５７
５８１２，４９５２１４１５６５８
７３１３，２８９１８３１２２５９
７２１０，９０２１５２１１６６０
７８１３，１４０１６９１３３６１

６５８，１４２１２５９９６２

第
３
期
整
備
計
画

５３５，７７３１０９９２６３
６９７，０６６１０２８９元
５５４，０４４７３６８２
８４５，２９５６３５６３
５５３，４１８６２５４４
７９５，２１１６６５４５
７９３，２５５４１３５６
５３２，６８７５１４２７
７３４，００６５５４１８

７９３，０７４３９３５９

第
４
期

６１２，３２５３８３５１０
９４２，７３７２９２８１１
４６１，１５８２５２４１２
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４４１，１０３２５２３１３整
備
計
画

６８１，７６３２６２２１４
９３２，６０２２８２８１５
５９１，２２９２１２０１６
７１１，４２９２０１６１７
９８２，１５４２２１９１８

１０３１，７５７１７１３１９第
５
期
整
備
計
画

５７５７２１０９２０
６３９５０１５１１２１
３０３９６１３７２２
９０１，０８５１２９２３

１５１１，８１３１２８２４第
６
期
整
備
計
画

２１２２１２１１２５
７３５１０７５２６

２７
２８

５７９，１４１６，６９６４，４３７計

第２表　入会林野等に係る権利関係の近代化の助長に関する法律に基づく整備
面積の推移



（
３
）
認
可
地
縁
団
体
に
つ
い
て

　
生
森
解
散
後
の
受
け
皿
と
な
っ
た
と
さ
れ
る
「
認
可
地
縁
団
体
」
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
一
九
九
一
（
平
成
三
）
年
の
地
方
自
治
法
改
正
に

よ
っ
て
、
地
縁
に
よ
る
団
体
を
市
町
村
長
が
認
証
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
法
人
格
を
付
与
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
（
第
二
六
〇
条

の
二
）。
こ
れ
が
認
可
地
縁
団
体
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
自
治
会
・
町
内
会
・
部
落
会
等
の
団
体
が
、
集
会
所
等
の
財
産
を
団
体
名
義
で
登
記
で

き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の
立
法
で
あ
っ
た
。

　
立
法
に
先
立
っ
て
、
自
治
省
と
林
野
庁
の
間
で
協
議
が
な
さ
れ
、
ま
た
法
施
行
時
に
自
治
省
か
ら
各
自
治
体
に
向
け
て
通
知
が
発
せ
ら
れ
た
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
こ
の
制
度
は
専
ら
農
林
業
を
営
む
団
体
や
入
会
集
団
に
は
適
用
で
き
な
い
と
さ
れ
た
。
し
か
し
実
際
に
は
、
入
会
団
体
が
整

備
の
受
け
皿
と
し
て
認
可
地
縁
団
体
を
選
択
し
た
り
、
ま
た
生
森
解
散
後
認
可
地
縁
団
体
を
選
択
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
て
い
っ
た
こ
と
は
、
前

述
の
通
り
で
あ
る
。四

最
近
の
動
向

（
１
）
森
林
・
林
業
基
本
法
の
成
立

　
二
〇
〇
一
年
、
森
林
・
林
業
基
本
法
が
成
立
し
た
。
一
九
六
四
年
成
立
の
林
業
基
本
法
に
は
存
在
し
た
「
入
会
」
と
い
う
文
言
が
森
林
・
林

業
基
本
法
か
ら
は
消
え
た
。
森
林
・
林
業
政
策
に
お
け
る
入
会
の
比
重
低
下
を
物
語
っ
て
い
よ
う
。

　
も
と
も
と
生
産
森
林
組
合
は
、
協
同
組
合
原
則
（
所
有
・
経
営
・
労
働
の
一
致
）
に
縛
ら
れ
か
な
り
厳
し
い
規
制
の
も
と
に
置
か
れ
て
き
た

（
常
時
従
事
義
務
・
員
外
労
働
制
限
・
分
収
造
林
制
限
ほ
か
）。
近
年
生
産
森
林
組
合
の
経
営
状
況
悪
化
を
反
映
し
て
、
森
林
組
合
法
の
改
正
＝

規
制
緩
和
が
相
継
い
で
い
る
。
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（
２
）
生
産
森
林
組
合
制
度
の
二
〇
一
六
年
改
正

　
二
〇
一
六
年
三
月
の
法
改
正
は
、
生
産
森
林
組
合
制
度
の
抜
本
的
改
正
で
あ
っ
た
。
林
野
庁
は
、「
委
託
を
受
け
て
森
林
の
施
業
亦
は
経
営

を
行
う
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
す
る
と
と
も
に
、
生
産
森
林
組
合
が
そ
の
組
織
を
変
更
し
、
株
式
会
社
、
合
同
会
社
又
は
認
可
地
縁
団
体
に
な

る
事
が
出
来
る
よ
う
手
続
き
規
定
を
整
備
」
し
た
も
の
と
説
明
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
規
制
緩
和
と
組
織
形
態
の
変
更
を
ミ
ッ
ク
ス
し
た
制

度
改
正
で
あ
っ
た
。

　
二
〇
一
六
年
法
改
正
と
は
、
私
の
見
る
と
こ
ろ
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
生
産
森
林
組
合
政
策
す
な
わ
ち
現
に
存
在
す
る
生
森
を
ひ
と
し
な
み
に

維
持
し
て
い
こ
う
す
る
従
来
の
政
策
を
転
回
し
、
生
森
を
三
つ
の
類
型
に
区
分
・
選
別
す
る
と
と
も
に
、
不
採
算
組
合
に
つ
い
て
は
森
林
林
業

政
策
か
ら
外
し
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
三
つ
の
類
型
と
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。

〔
Ⅰ
型
〕
Ⅰ
型
は
保
有
林
野
面
積
も
広
大
で
、
経
営
意
欲
に
も
富
む
集
団
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
集
団
は
、
株
式
会
社
・
合
同
会
社
と
い
う

経
営
体
へ
組
織
替
え
す
る
こ
と
を
め
ざ
す
。
目
標
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
資
本
主
義
の
競
争
秩
序
の
中
で
も
生
き
抜
い
て
い
け
る
林
野
事
業
経
営

体
で
あ
る
。

〔
Ⅱ
型
〕
生
産
森
林
組
合
と
し
て
存
続
を
希
望
す
る
集
団
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
規
制
緩
和
の
枠
組
み
を
用
意
し
た
。
協
同
組
合
原
則
と
の
か

か
わ
り
で
、
緩
和
で
き
る
と
こ
ろ
ま
で
緩
和
し
た
と
林
野
庁
は
述
べ
る
。
し
か
し
こ
の
程
度
の
規
制
緩
和
で
、
生
き
残
る
生
森
が
ど
れ
ほ
ど

存
在
す
る
で
あ
ろ
う
か
。

〔
Ⅲ
型
〕
林
野
面
積
も
狭
く
、
担
い
手
も
高
齢
化
し
て
い
る
弱
小
な
生
森
に
つ
い
て
は
、
地
縁
団
体
へ
の
組
織
変
更
を
勧
奨
す
る
こ
と
に
な
る
。

地
縁
団
体
に
な
れ
ば
法
人
税
の
重
圧
や
法
人
の
事
務
負
担
か
ら
も
解
消
さ
れ
る
。
も
と
も
と
経
営
体
と
し
て
収
益
を
あ
げ
る
こ
と
に
は
そ
れ

ほ
ど
関
心
が
な
い
の
で
、
利
益
分
配
が
で
き
な
く
と
も
こ
だ
わ
ら
な
い
。
し
か
し
地
縁
団
体
と
な
る
と
、
林
野
庁
や
都
道
府
県
の
政
策
対
象
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か
ら
外
れ
て
、
市
町
村
の
監
督
下
に
置
か
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
少
な
か
ら

ぬ
山
林
が
、
林
野
行
政
や
政
策
の
埒
外
に
放
逐
さ
れ
る
こ
と
に
問
題
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

五

入
会
林
野
近
代
化
法
・
政
策
の
理
論
的
対
抗
軸

　
こ
れ
ま
で
入
会
権
や
入
会
林
野
近
代
化
法
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
や
論
調
を
紹
介
し

て
き
た
。
こ
れ
ら
諸
意
見
の
位
置
や
相
互
関
係
を
概
観
す
る
た
め
、「
近
代
化
法
・
政
策
を
め

ぐ
る
理
論
的
対
抗
軸
（
概
念
図
）」
を
作
成
し
て
み
た
。
こ
の
図
は
、〈
公
権
論↔

私
権
論
〉
を

横
軸
と
し
、〈
近
代
化
推
進↔

近
代
化
批
判
〉
を
縦
軸
と
し
て
適
当
な
箇
所
に
各
論
者
を
位
置

づ
け
た
も
の
で
あ
る
。
参
照
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

（
１
）
北
条
浩
氏

　
入
会
林
野
近
代
化
政
策
に
対
し
て
批
判
的
立
場
を
と
る
論
者
の
う
ち
、
最
も
注
目
さ
れ
る

の
が
、
北
条
浩
氏
で
あ
る
。
北
条
氏
の
入
会
権
に
対
す
る
見
解
は
、
か
つ
て
は
川
島
氏
と
ほ

ぼ
同
じ
立
場
で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
晩
年
の
諸
著
作
で
は
、
川
島
氏
を
「
近
代
化

論
」
と
位
置
づ
け
つ
つ
、
入
会
林
野
近
代
化
政
策
を
厳
し
く
批
判
し
て
い
る
。

　
行
政
に
よ
る
入
会
権
解
体
の
第
一
段
階
は
、
地
租
改
正
に
お
け
る
山
林
原
野
官
民
有
区
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別
で
あ
る
。
…
…
第
二
段
階
は
、
右
に
指
摘
し
た
よ
う
に
官
有
地
に
編
入
さ
れ
た
入
会
地
に
た
い
し
て
、
営
林
上
の
目
的
か
ら
入
会
権
を

排
除
な
い
し
は
制
限
す
る
政
策
が
と
ら
れ
る
。
そ
う
し
て
、
こ
れ
に
つ
づ
く
の
は
、
部
落
有
地
の
公
有
林
編
入
で
あ
り
、
公
有
地
に
お
け

る
入
会
権
の
解
消
な
ら
び
に
制
限
政
策
で
あ
る
。
…
…
内
務
省
の
通
牒
は
、
…
…
部
落
有
林
野
の
「
荒
廃
」
は
国
益
の
損
失
で
あ
り
、
地

方
公
共
団
体
が
営
林
を
行
な
え
ば
地
方
公
共
団
体
の
利
益
に
な
る
と
と
も
に
、
中
央
集
権
的
官
僚
体
制
下
の
地
方
の
財
政
安
定
に
な
り
国

益
に
つ
な
が
る
と
い
う
、
明
治
絶
対
主
義
国
家
の
発
想
方
法
に
ほ
か
な
ら
な
い
し
、
そ
れ
が
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
な
の
で
あ
る
。
…
…

　
昭
和
　
年
に
制
定
さ
れ
た
『
入
会
林
野
等
に
係
る
権
利
関
係
の
近
代
化
の
助
長
に
関
す
る
法
律
』
は
、
そ
の
タ
イ
ト
ル
に
明
確
に
示
さ

４１

れ
て
い
る
よ
う
に
、
入
会
林
野
の
権
利
関
係
の
「
近
代
化
」
で
あ
る
。
…
…

　
か
つ
て
、
行
政
庁
に
と
っ
て
は
、
明
治
以
来
の
法
に
よ
ら
な
い
行
政
の
強
権
発
動
に
よ
っ
て
部
落
有
林
野
を
府
県
を
含
む
地
方
自
治
体

に
編
入
さ
せ
、
公
有
財
産
か
ら
入
会
権
を
排
除
し
た
政
策
が
今
日
、
合
法
的
に
行
な
え
る
の
で
あ
る
。
農
林
省
な
ら
び
に
自
治
省
（
当
時
）

は
、『
入
会
林
野
近
代
化
法
』
を
明
確
に
部
落
有
林
野
の
統
一
・
公
有
林
野
の
整
理
の
延
長
上
に
位
置
づ
け
る
。
…
…

　
か
つ
て
は
、
村
落
民
の
生
活
と
営
業
に
密
接
な
か
か
わ
り
を
も
っ
た
権
利
者
総
体
の
私
的
権
利
と
し
て
の
部
落
有
地
・
入
会
地
は
、
国

家
目
的
の
た
め
の
営
林
事
業
と
対
立
し
た
。
こ
れ
を
克
服
す
る
た
め
に
つ
く
り
出
さ
れ
た
の
が
、
実
態
を
と
も
な
わ
な
い
「
粗
放
」
と
い

う
こ
と
ば
な
の
で
あ 

　
北
条
氏
は
、「
入
会
林
野
近
代
化
法
」
は
、「
戦
前
の
官
民
有
区
分
と
富
国
強
兵
策
に
も
と
づ
く
部
落
有
林
野
の
統
一
・
公
有
林
野
の
整
理
と

い
う
入
会
権
排
除
・
解
体
政
策
と
同
じ
」
で
あ
る
と
断
定
し
批
判
し
て
い
る
。
官
民
有
区
分
や
部
落
有
林
野
の
統
一
は
部
落
か
ら
林
野
の
所
有

権
を
奪
い
、
入
会
権
を
排
除
す
る
政
策
と
し
て
基
調
を
一
に
す
る
と
い
う
把
握
は
納
得
で
き
る
。
し
か
し
公
権
論
を
基
調
と
す
る
官
民
有
区

（

）
１６る
。
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分
・
部
落
有
林
野
統
一
も
私
権
論
を
基
盤
に
据
え
て
い
る
点
で
、
入
会
林
野
近
代
化
政
策
も
、
同
じ
穴
の
ム
ジ
ナ
と
い
う
理
屈
は
、
過
激
の
よ

う
に
映
る
。
こ
の
点
北
条
氏
は
、
入
会
林
野
を
「
荒
廃
し
て
い
る
」
な
い
し
「
粗
放
利
用
で
あ
る
」
と
決
め
つ
け
、
そ
れ
に
対
し
て
「
造
林
に

よ
る
国
益
の
増
大
、
高
度
利
用
に
よ
る
農
林
業
上
の
利
用
増
進
」
と
い
う
政
策
方
向
は
き
わ
め
て
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
的
で
、
こ
れ
ら
に
一
貫
す
る

も
の
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

（
２
）
コ
モ
ン
ズ
論

　
入
会
を
め
ぐ
る
最
近
の
論
潮
の
中
で
注
目
さ
れ
る
の
が
、
コ
モ
ン
ズ
論
の
盛
行
で
あ
る
。
コ
モ
ン
ズ
論
が
、
入
会
権
に
再
び
光
を
当
て
、
再

評
価
の
き
っ
か
け
を
作
っ
た
功
績
は
評
価
し
た
い
。
持
続
可
能
な
環
境
や
生
態
系
を
保
全
し
よ
う
と
す
る
志
向
に
お
い
て
、
入
会
権
論
と
コ
モ

ン
ズ
論
は
多
く
の
共
通
点
が
あ
り
そ
う
で
あ
る
。

　
コ
モ
ン
ズ
論
者
の
中
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
潮
流
が
あ
る
の
で
、
一
律
に
論
ず
る
の
は
妥
当
で
な
い
。
た
だ
コ
モ
ン
ズ
論
の
中
に
は
、
入
会
権
の

歴
史
を
ど
の
程
度
踏
ま
え
て
の
立
論
で
あ
る
か
気
に
な
る
論
考
が
存
在
す
る
。
例
え
ば
財
産
区
制
度
を
高
く
評
価
す
る
傾
向
が
コ
モ
ン
ズ
論
の

中
に
見
い
だ
さ
れ
る
。

　
名
目
的
に
は
「
公
」
益
を
扱
い
、
実
質
的
に
は
「
共
」
益
を
扱
う
と
い
う
、
い
う
な
れ
ば
「
公
」「
共
」
の
狭
間
に
位
置
し
て
き
た
財

産
区
は
、
…
…
平
成
の
大
合
併
に
伴
い
基
礎
自
治
体
が
ま
す
ま
す
広
域
化
す
る
中
で
、
き
め
細
か
い
地
域
運
営
そ
し
て
自
然
資
源
管
理
を

す
る
上
で
は
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
存
在
価
値
を
も
ち
う
る
可
能
性
を
秘
め
て
い （
）
１７る
。
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し
か
し
、
財
産
区
は
特
別
地
方
公
共
団
体
の
一
で
あ
り
、
明
確
に
「
公
」
的
サ
イ
ド
の
制
度
で
あ
る
。
の
み
な
ら
ず
、
歴
史
的
に
は
部
落
＝

住
民
集
団
の
財
産
を
奪
う
制
度
と
し
て
機
能
し
て
き
た
。
こ
の
点
を
過
小
評
価
す
る
コ
モ
ン
ズ
論
の
主
張
に
は
、
違
和
感
を
感
じ
ざ
る
を
え
な

 
（
３
）「
入
会
権
の
解
体
」
を
め
ぐ
っ
て

　
林
政
学
者
の
半
田
良
一
氏
は
、「
入
会
権
の
解
体
」
が
歴
史
的
必
然
と
説
か
れ
た
こ
と
か
ら
、
川
島
氏
の
理
論
が
入
会
林
野
近
代
化
政
策
の

後
ろ
盾
と
な
っ
た
と
指
摘
す
る
。

　
入
会
権
者
で
あ
る
集
落
構
成
員
の
立
場
か
ら
考
え
る
と
、
受
動
的
姿
勢
の
ま
ま
自
然
解
体
に
委
ね
て
む
ざ
む
ざ
土
地
を
手
放
す
よ
り
も
、

予
め
自
覚
的
に
自
ら
入
会
権
を
解
消
し
て
近
代
的
な
所
有
権
に
転
化
さ
せ
る
形
で
私
権
を
確
保
す
る
こ
と
が
、
入
会
権
者
の
私
益
に
も
社

会
の
公
益
に
も
適
う
。
こ
の
よ
う
な
実
態
認
識
と
論
理
に
立
脚
し
て
、
多
く
の
法
律
学
者
が
入
会
林
野
の
権
利
関
係
の
近
代
化
を
支
持
し

た
。
い
わ
ば
川
島
学
説
は
近
代
化
政
策
の
後
ろ
盾
に
な
っ
た
の
で
あ 

　
す
な
わ
ち
「
入
会
権
の
解
体
」
が
歴
史
的
必
然
で
あ
る
と
す
る
と
、
自
覚
的
に
入
会
権
を
解
消
し
私
権
を
確
保
す
る
ほ
う
が
得
策
で
あ
る
と
、

入
会
権
者
た
ち
が
考
え
る
に
い
た
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

　
私
も
、
川
島
理
論
が
近
代
化
政
策
の
理
論
的
根
拠
と
な
っ
た
と
考
え
る
が
、
そ
の
論
拠
は
半
田
氏
と
異
な
る
。
川
島
氏
は
、
入
会
権
の
私
権

的
構
成
を
徹
底
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
入
会
権
を
近
代
私
法
体
系
の
中
に
位
置
づ
け
よ
う
と
し
た
。
そ
の
努
力
は
同
時
に
、
入
会
権
者
た
ち
の
権

（

）
１８い
。

（

）
１９る
。
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利
確
保
に
資
す
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
一
九
六
〇
年
代
に
打
ち
出
さ
れ
た
入
会
林
野
近
代
化
政
策
は
、
入
会
権
の
近
代
的
権
利
へ
の
転

換
を
促
進
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
入
会
権
の
私
権
的
構
成
の
延
長
上
に
あ
る
。
私
の
理
解
が
正
し
け
れ
ば
、
川
島
理
論
か
ら
は
、
入

会
林
野
の
近
代
化
を
否
定
す
る
論
理
は
出
て
こ
な
い
。

　
こ
の
頃
川
島
氏
ら
調
査
・
研
究
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
打
ち
出
さ
れ
た
「
入
会
権
の
解
体
」
と
い
う
テ
ー
ゼ
は
、
同
政
策
の
評
価
に
微
妙
な
影

を
な
げ
か
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
川
島
氏
は
、
社
会
科
学
的
認
識
と
法
解
釈
論
の
違
い
を
徹
底
す
べ
き
こ
と
を
主
張
し
、「
入
会
権
の
解
体
」

論
を
「
解
体
・
消
滅
」
論
に
援
用
し
た
裁
判
所
の
解
釈
に
反
論
し
た
。「
判
例
批
評
」
と
し
て
は
も
っ
と
も
な
態
度
で
あ
る
。
し
か
し
、
解
体

し
つ
つ
あ
る
入
会
権
が
や
が
て
消
滅
に
至
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
は
、
川
島
氏
は
意
見
を
表
明
し
て
い
な
い
。

　『
入
会
権
の
解
体
』
シ
リ
ー
ズ
に
つ
い
て
は
、
第
Ⅳ
巻
の
刊
行
が
予
定
さ
れ
て
い
た
が
、
執
筆
者
間
の
間
で
意
見
が
対
立
し
、
公
刊
を
見
る

に
至
ら
な
か
っ
た
。
北
条
氏
に
よ
れ
ば
、
対
立
し
た
の
は
、「
入
会
権
を
封
建
的
な
権
利
関
係
と
し
て
解
体
・
消
滅
す
べ
き
も
の
」
で
あ
る
か

否
か
と
い
う
論
点
で
あ
っ
た
と
さ
れ 

す
な
わ
ち
、
川
島
シ
ュ
ー
レ
に
あ
っ
て
も
、
こ
の
点
を
め
ぐ
っ
て
意
見
が
纏
ま
ら
な
か
っ
た
の
で
あ

る
。
入
会
林
野
近
代
化
政
策
の
評
価
や
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
参
加
す
る
か
ど
う
か
を
め
ぐ
っ
て
、
態
度
が
分
か
れ
た
背
景
に
は
こ
の
よ
う
な

事
情
が
介
在
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

む
す
び
に
か
え
て

　
青
嶋
敏
氏
は
、
二
〇
一
〇
年
の
段
階
で
、「
入
会
林
野
近
代
化
政
策
は
、
そ
の
歴
史
的
役
割
を
終
え
た
」
と
述
べ
て
い 

入
会
林
野
整
備

実
績
の
推
移
を
見
る
と
、
こ
の
よ
う
な
評
価
も
肯
け
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
継
続
的
停
滞
状
況
に
あ
っ
て
な
さ
れ
た
二
〇

一
六
年
の
法
改
正
は
、
入
会
林
野
近
代
化
政
策
の
終
焉
を
告
げ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

（

）
２０る
。

（

）
２１る
。
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今
後
入
会
林
野
は
ど
の
よ
う
に
推
移
す
る
で
あ
ろ
う
か
。
あ
る
い
は
ど
の
よ
う
な
入
会
政
策
を
展
開
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
私
は
、
現
代
の

自
然
環
境
や
社
会
状
況
の
も
と
で
、
入
会
権
の
意
義
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
き
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
意
味
に
お
い
て
、
入
会
権

の
解
体
で
は
な
く
、
保
存
政
策
が
と
ら
れ
る
べ
き
で
あ
る
と
思
う
。
い
ま
の
状
況
の
下
で
入
会
権
の
保
存
を
説
く
に
あ
た
っ
て
は
、
克
服
す
べ

き
理
論
的
お
よ
び
実
践
的
課
題
が
あ
る
。
理
論
的
課
題
と
し
て
は
、
私
権
的
構
成
を
深
め
る
こ
と
に
特
化
し
て
き
た
こ
れ
ま
で
の
入
会
権
論
を

新
た
な
立
場
か
ら
位
置
づ
け
直
す
こ
と
が
要
請
さ
れ
る
。
中
尾
英
俊
氏
の
入
会
権
論
は
、
入
会
権
の
解
釈
に
あ
た
っ
て
、
民
法
の
実
定
的
規
定

に
過
度
に
依
拠
し
た
と
評
価
さ
れ
て
い
る
が
、
実
は
晩
年
の
中
尾
入
会
権
論
は
入
会
権
の
環
境
保
全
機
能
を
重
視
す
る
傾
向
を
強
め
て
い 

入
会
権
の
環
境
保
全
機
能
を
解
釈
論
に
ど
う
生
か
す
か
は
、
困
難
な
課
題
で
あ
る
が
、
今
後
も
追
究
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
コ
モ
ン
ズ
論
と
の
協

働
も
、
こ
の
よ
う
な
所
か
ら
対
話
を
進
め
て
い
っ
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

　
つ
ぎ
に
実
践
的
課
題
と
し
て
は
、
入
会
権
登
記
の
道
を
開
く
課
題
に
取
り
組
む
こ
と
を
提
言
し
た
い
。
民
法
制
定
時
、
入
会
権
は
民
法
中
に

規
定
さ
れ
（
第
二
六
三
条
お
よ
び
第
二
九
四
条
）
権
利
と
し
て
の
足
場
を
獲
得
し
た
。
し
か
し
、
不
動
産
登
記
法
の
登
記
事
項
か
ら
外
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
、
絶
え
ず
そ
の
存
立
基
盤
を
脅
か
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
立
法
の
懈
怠
（
も
し
く
は
陥
穽
）
で
あ
っ
た
と
い
わ
ね
ば
な

ら
な
い
。
入
会
権
者
た
ち
が
真
に
望
ん
で
い
る
の
は
、
林
野
経
営
に
よ
っ
て
収
益
を
増
進
す
る
こ
と
よ
り
も
む
し
ろ
、
入
会
権
を
そ
し
て
自
然

環
境
を
子
孫
に
「
継
承
」
す
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

（
１
）　『
入
会
権
の
解
体
』
Ⅰ
「
序
論
」
岩
波
書
店
、
一
九
五
九
年
。

（
２
）　
入
会
権
が
貧
窮
農
民
の
生
存
権
的
意
義
を
も
つ
こ
と
は
、
末
弘
厳
太
郎
氏
の
著
書
だ
け
で
な
く
判
例
研
究
な
ど
を
通
じ
受
け
た
教
育
の
影
響
か
と
み

ら
れ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
矢
野
「
川
島
武
宜
と
宮
本
常
一
─
─
川
島
法
社
会
学
に
お
け
る
「
事
実
」
と
調
査
」（『
ア
リ
ー
ナ
』
第
　
号
、
二
〇

１０

一
〇
年
）
を
参
照
。

（

）
２２た
。
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（
３
）　『
入
会
権
の
解
体
』
Ⅲ
「
は
し
が
き
」、
岩
波
書
店
、
一
九
六
八
年
。

（
４
）　
川
島
「
入
会
権
の
「
解
体
消
滅
」─
─
共
有
入
会
地
の
財
産
区
財
産
へ
の
転
化
」（『
川
島
著
作
集
第
八
巻
』
岩
波
書
店
、
一
九
八
三
年
所
収
、
初
出

は
『
法
学
協
会
雑
誌
』
八
五
巻
三
号
、
一
九
六
八
年
）
ほ
か
。

（
５
）　
黒
木
三
郎
「
入
会
権
の
近
代
化
に
つ
い
て
の
覚
書
─
─
入
会
林
野
等
近
代
化
助
長
法
の
制
定
に
つ
い
て
」（『
愛
知
大
学
法
経
論
集
』
五
一
・
五
二
合

併
号
、
一
九
六
六
年
）。

（
６
）　
黒
木
三
郎
「（
講
演
資
料
）「
入
会
権
の
近
代
化
」
に
つ
い
て
」（『
比
較
法
学
』
五
巻
一
・
二
合
併
号
、
一
九
六
九
年
）。

（
７
）　
黒
木
氏
を
は
じ
め
と
す
る
こ
れ
ら
の
研
究
者
は
、
農
山
漁
村
研
究
会
を
組
織
し
、
多
く
の
調
査
を
共
同
で
実
施
し
て
い
た
。
私
は
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
の
人
選
が
ど
の
よ
う
に
行
わ
れ
た
か
知
る
立
場
に
な
い
が
、
こ
の
よ
う
な
人
的
交
流
関
係
が
係
わ
っ
て
い
た
か
と
思
う
。
こ
れ
と
は
別
に
、
渡
辺
洋

三
氏
は
、
零
細
農
民
保
護
を
優
先
す
べ
き
と
す
る
自
己
の
見
解
と
は
異
な
る
と
し
て
、
近
代
化
法
に
反
対
す
る
態
度
を
表
明
し
た
。
渡
辺
「
入
会
林
野

近
代
化
法
の
若
干
の
問
題
点
」（『
法
社
会
学
研
究
２
入
会
と
法
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
七
二
年
所
収
、
初
出
は
川
島
＝
松
田
編
『
国
民
経
済
の
諸

類
型
』
岩
波
書
店
、
一
九
六
八
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。
ま
た
潮
見
俊
隆
氏
も
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
就
任
し
な
か
っ
た
。

（
８
）　
西
日
本
・
中
日
本
・
東
日
本
の
三
入
会
林
野
研
究
会
は
、
学
者
・
研
究
者
、
院
生
等
大
学
関
係
者
だ
け
で
な
く
、
各
府
県
や
市
町
村
の
担
当
職
員
、

地
元
入
会
権
利
者
な
ど
が
参
加
す
る
他
に
類
を
み
な
い
研
究
会
で
あ
っ
た
。

（
９
）　
黒
木
三
郎
「
入
会
林
野
近
代
化
法
制
定
十
六
年
を
ふ
り
返
っ
て
」（
初
出
誌
不
明
、
一
九
八
二
年
、『
雑
木
林
─
─
社
会
・
自
然
・
法
』
一
九
九
二
年
、

収
録
）。

（
　
）　
第
五
一
回
国
会
衆
議
院
農
林
水
産
委
員
会
、
一
九
六
六
年
四
月
二
〇
日
。

１０
（
　
）　「
法
律
時
評
」（『
法
律
時
報
』
一
九
六
四
年
三
月
）。

１１
（
　
）　
以
下
、
林
野
の
面
積
に
つ
き
、
ヘ
ク
タ
ー
ル
お
よ
び
町
歩
と
両
様
の
書
き
方
を
し
て
い
る
が
、
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
は
約
一
町
歩
に
相
当
す
る
。

１２
（
　
）　
以
上
は
、
黒
木
三
郎
他
『
林
野
入
会
権
』（
一
粒
社
、
一
九
八
九
年
）
三
ペ
ー
ジ
よ
り
。

１３
（
　
）　
佐
藤
宣
子
氏
は
、「
一
九
六
四
年
は
木
材
輸
入
の
自
由
化
完
了
の
年
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
（
佐
藤
「
木
材
貿
易
に
お
け
る
日
米
関
係
の
変
化
と

１４
Ｔ
Ｐ
Ｐ
路
線
─
─
危
ぶ
ま
れ
る
「
地
域
材
」
の
利
用
促
進
政
策
」（『
日
本
の
科
学
者
』
二
〇
一
七
年
三
月
号
）。

─　　─

＜

論
　
　
説＞

修
道
法
学
　
四
〇
巻
　
一
号

（
　
　
　
）
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（
　
）　
林
野
庁
経
営
課
「
生
産
森
林
組
合
制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て
」
二
〇
一
六
年
三
月
。

１５
（
　
）　
北
条
浩
「
入
会
権
解
体
の
行
政
的
要
因
─
─
部
落
有
林
野
統
一
政
策
と
入
会
近
代
化
法
政
策
」（『
渡
辺
洋
三
先
生
追
悼
論
集
─
─
日
本
社
会
と
法
律

１６
学
』
日
本
評
論
社
、
二
〇
〇
九
年
）。

（
　
）　
泉
留
維
・
斉
藤
暖
生
・
山
下
詠
子
・
浅
井
美
香
「「
公
」「
共
」
の
狭
間
で
揺
れ
る
財
産
区
の
現
況
」（
室
田
武
編
著
『
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
の
ロ
ー
カ

１７
ル
・
コ
モ
ン
ズ
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
〇
九
年
）。

（
　
）　
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
矢
野
「
住
民
運
動
と
公
権
論
の
交
錯
─
─
大
阪
府
箕
面
市
小
野
原
地
区
の
財
産
区
訴
訟
を
中
心
に
（
１
）（
２
）」（『
愛
媛
法

１８
学
会
雑
誌
』
第
三
一
巻
三
・
四
号
、
第
三
二
巻
三
・
四
合
併
号
）
で
論
じ
た
。
ま
た
、
鈴
木
龍
也
「
伝
統
的
コ
モ
ン
ズ
と
法
制
度
の
構
築
─
─
裁
判
例

に
み
る
財
産
区
の
可
能
性
と
限
界
」（
三
俣
学
編
著
『
エ
コ
ロ
ジ
ー
と
コ
モ
ン
ズ
』（
晃
洋
書
房
、
二
〇
一
四
年
）
所
収
、
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
　
）　
半
田
良
一
「
入
会
林
野
近
代
化
の
源
流
─
─
昭
和
　
年
代
の
農
山
村
と
林
政
」（『
中
日
本
入
会
林
野
研
究
会
会
報
』
三
〇
号
、
二
〇
一
〇
年
）。

１９

３０

（
　
）　
北
条
浩
、
前
掲
「
入
会
権
解
体
の
行
政
的
要
因
」
四
八
七
ペ
ー
ジ
、
注
（
６
）。

２０
（
　
）　
青 
敏
「
入
会
林
野
「
近
代
化
」
と
入
会
権
研
究
の
軌
跡
」（『
中
日
本
入
会
林
野
研
究
会
会
報
』
三
〇
号
、
二
〇
一
〇
年
）。

２１
（
　
）　
中
尾
英
俊
「
入
会
権
の
存
否
と
入
会
地
の
処
分
─
─
入
会
権
の
環
境
保
全
機
能
」（『
西
南
学
院
大
学
法
学
論
集
』
三
五
巻
三
・
四
合
併
号
、
二
〇
〇

２２
三
年
）
ほ
か
。

〔
付
記
〕
本
稿
は
、
法
社
会
学
会
七
十
周
年
記
念
大
会
に
お
け
る
ミ
ニ
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
入
会
権
研
究
の
軌
跡
と
現
代
的
課
題
─
─
研
究
ス
ト
ッ
ク
の
再

活
用
を
目
指
し
て
」（
二
〇
一
七
年
五
月
二
八
日
、
於
早
稲
田
大
学
）
に
お
け
る
報
告
「
入
会
林
野
近
代
化
法
五
〇
年
の
総
括
」
を
文
章
化
す
る
と
と
も
に
、
加

筆
し
た
も
の
で
あ
る
。

─　　─

入
会
林
野
近
代
化
法
の
五
十
年
と
研
究
者
の
軌
跡
（
矢
野
）

（
　
　
　
）
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